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はじめに

自然との触れ合いは生理的、心理的によい効果を与えるといわれている。幼児期の環境

教育においても、自然の大きさや不思議さ、つながりなどを自分の心と体で感じながら発

見したりする力を育てることが大切である九また、日常的な草木遊びや生き物との触れ合

いといった自然遊びを中心として、その中で環境教育の視点、での意義を十分意識させてい

くことが必要であるとの指摘がなされている九

野鳥は身近な環境にも多種類が存在しており、比較による発見を導きやすい形態や行動

の多様性、幼児の感受性を刺激しうる豊かな色彩といった環境教育に適した特性を有して

いる。しかし、 「環境」領域の教科書では昆虫・カタツムリ・ザリガニ・メダカなどの小

動物の捕獲や飼育、花・実・種を使った遊びや野菜などの栽培は実践例とともに取り上げ
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ているが、野烏についてはほとんど触れていない3，ぺ

飯塚市や嘉麻市などの計28園でのアンケート調査では、野鳥とかかわる活動の必要性を

認識しつつも実施はしていない園が多いことが示され、野鳥の強い警戒心による観察の難

しさがその理由として挙げられた叱一方で野烏とかかわる有効な方法があれば利用すると

ほとんどの園が回答しておりへ簡便な野鳥観察の方法の確立が求められている。

そこで、近畿大学九州短期大学附属幼稚園の園庭にてネットワークカメラによる餌台の

モニタリングを試行し、餌台の設置による野烏の誘引状況と観察の精度（種の判別・観察

の難易度）を確認するとともに園児の反応を記録した。

方法

2015年の 1月7日から3月18日にかけて、近畿大学九州短期大学附属幼稚園の園庭北端

に餌台を設置した。餌台は古い学童机（縦40cm×横60岨×高さ 67cm）の天板四隅に長さ

41cmの角材（幅3cm）を取り付け、ベニヤ板の屋根を付けて作成した（図1 a）。餌台の

設置とともに、天板上に小鳥用皮付きフーズ（ナチュラノレベットフーズ株式会社、茨城県）

を満たした2つの容器（12cm×12cm×高さ 4cmの箱，最大直径13cm×高さ 4.5cmのお椀）

と水を入れた湯呑、果実食烏用の 2等分したミカンを置いて野鳥を誘引した。餌台設置以

降、平日の午前 10時ごろに餌の減り具合をチェッタし、減った分だけ餌を補充した。

設置から 1月30日まで 10羽ほどのドパトによって餌台が占拠されて他の烏が寄り付か

なかったため、 4隅の角材聞に 3.5～4.5cm間隔で幅 1.5～2.0cmの板を取り付け、 5cm以上

の隙聞をなくしてドパトが中に入れないように計4困の改良を行った（図 J-b）。改良に

よってドバトは内部には入れず、 2月以降は他の烏の誘引に成功した。餌の補充の際は餌台

の周囲を観察し、餌台および周辺にいる野鳥の種類と餌台や集まった野鳥に対する園児の

反応を記録した。圃児の反応については附属幼稚園教員の話からも記録をとったo

ドバト以外の野鳥も餌台に来るようになった2015年2月9日、年少組教室窓際の屋外に

学童机を置いて天板にネットワークカメラ（BB-HG附 31、パナソニッ夕、 2006年）を固定

した。カメラに最も近い窓際屋内に机を置いてパソコンを設置した。パソコンは有線 LAN

ケープノレでカメラと接続し、 lmほど離れた壁際に設置した無線LAN親機（WZR600D冊、

BUFFAIβ、2012年）と Wi-Fi接続を施した。餌台とカメラの聞は約lm離れており、モニ

タロングの際のパソコン画面には餌台を中心に2.2m×2.9血の範囲が映し出される。カメラ

の最大倍率は 10倍（デジタノレズーム）である。カメラ本体にSDHCカード8GBを挿入し、

2月23日の 10時28分から 17時10分まで6分毎の動画を保存した。動画の保存ファイル

形式は阻EG-4とした。保存した動画は後日、パソコン上で再生して検証した。

餌補充時の観察及び附属幼稚園教員の話から、餌台や集まった野鳥に対する園児の反応

を表にまとめた。保存された動画には降園時の園児も映っていたため、動画に記録された

全園児のうち、餌台及び集まった野鳥に反応を示した園児の割合を算出した。保存形式と

同じ6分毎に解析してグラフ化すると視覚的に煩わしく、また20分毎にまとめても傾向が
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同じだったため、画面内に野烏が出現した回数と同時に見られた最大羽数を20分毎にカウ

ントした。カメラの性能上、解像度が低く拡大してもドパト以外の種の正確な判別ができ

なかったため、スズメ大の烏・ヒヨドリ大の鳥・ドパトの 3つのカテゴリーに分けて解析

した。画面外にロストした個体と同カテゴリーの野烏が 1分未満内にロストした方向から

出現した場合は、同個体とみなし出現回数から除外した。本研究では、異なる個体が餌台

を訪れた回数ではなく、モニタリング時の野鳥を観察可能な回数を問題にしているため、

同個体の可能性があってもロストと出現の間隔が 1分以上であれば異なる出現としてカウ

ントした。動画は17時10分まで記録されているが、 17時7分以降は6分間に満たないこ

とと新たな野鳥の出現がなかっため解析からは除外した。

結果と考察

争園児の反応

動画に映っていた園児 149名中39名（26.2%）が、餌台をチラッと見る程度の軽いもの

から、餌台を覗く・ドパトを追いかけるといった強いものまで幅広い反応を示していた。

ただし、降園時の記録だったことから周囲に目を向ける余裕が園児になかった可能性も考

えられる。餌補充時の観察や幼稚園教員の話からも、園児が餌台及び集まった野鳥に多少

の関心を示したことが示唆された（表！）。これらの結果から、今回行った餌台の設置によ

って少なくとも一部の園児には野鳥に対しである程度の関心を持たせることができたと思

われる。また、メジロやヒヨドりについての発言から、ハトやスズメ以外の野鳥について

は種名などの基本的知識がないことも示された。

“近付く”や“追っかける”といった野鳥に対する強い反応はドバトに対してのみ見ら

れたが、スズメやヒヨドリは警戒心がドパトより強いこと、およびサイズ的にドパトの方

が気づきゃすいことが影響していると恩われる。

．モニタリングによる野鳥観察の実用性

今回使用したネットワークカメラの解像度が低かったため、明確に種の判別ができたの

はドパトのみだった。しかし、餌補充時の観察から餌台及びその周辺にスズメ、メジロ、

ヒヨドリ、シロハラの飛来が確認された。動画に映っていたドパト以外の野鳥はシルエッ

トや行動等からスズメとヒヨドりが多かったと推測されるが、他の種と恩われる野鳥もい

たため、スズメ・ヒヨドリ・ドパトの3種以外の野鳥も餌台に誘引できた可能性がある。

出現回数はスズメ大の烏が最も多くて 10回以上が4度あり平均6.1±4.6回、ドパトは平

均1.6±2.1回、ヒヨドリ大の鳥は3回がl度だけで平均1.1±0.9固だった（図2）。スズメ

大の烏の多くはスズメだと考えられるが、人やドパトの動きによってロストすることが多

く、出現する際は1～3羽が短い間隔で次々飛来することが回数の増加につながったと恩わ

れる。ドパトはl～2羽で聞をおいて飛来することが多かったが短い間隔で飛来することも

あった。飛来すると人が通っても逃げることがほとんどないために滞在時聞が長い傾向に
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あり、出現回数が自になることが多かった。ヒ自ドり大の烏は1羽のみで飛来し、出現後

は長く滞在することが多かった。スズメ大の鳥は 10羽前後の軍事れ会形成することが多く（平

均 10.9剥）、最大お羽で餌台及びその周辺にいる場衡が見られた（図的 q ヒヨド日大の

烏は1羽でいることがほとんどで（平均0.宮羽）、 2羽が同時間帯に見られたのは2度しか

なかった（溜3）。ドパトはほとんどの時間帯で数羽程度が餌台の周閣にいた｛図的。

スズメ大の烏とドパトでは出現回数と最大羽数に時間帯による若干の変動見られたが、

ヒヨド日大の鳥は飛来しでも1羽であったため、時間帯による変動は見られなかった｛関2,

3）。また、出現回数と設大羽数はともに 14時過ぎから 15時にかけてむになっているが、

思児の降関に伴う人の出入りが殺しかったことが影響していた。それ以外の時間帯では人

の出入りがほとんどなく、各カテゴリーの野鳥がコンスタントに出現していた。 11持30分

から 12時の時間帯と 13時から 14時の時間帯は附属幼稚園の歯j尼の活勤時間にあたってい

て、これらの時間帯での各カテゴリーの出現悶数と最大羽数がいずれも平均レベルである

ことを考慮すると、これらの狩間帯に20分程度のモニタリングを実施すれば十分に野鳥の

観察ができ、その観察告さもとに野鳥に闘する話－＇（~説明が行えることが示唆された。

まとめ

餌台の置免震により数的には多くの野鳥を誘引できた。ドバトとスズメのほか、餌として

ミカンを併用したことでヒヨドリとメジ口が飛来したが、種数的には物足りない結果に終

わったむカメラの解像度が紙く見ズメらしき群れに他穣が語i,eとしていたかは不明であるが、
シジaウカラやヤマガラなどのカラ類は冬に滋群を形成することが知られているため的，η、

少数が混ざっていた可能性は否定でき足立い。実際、国庭でシジュウカラが確認されている。

また、ネットワークカメラとパソコン、銭高主LAN親機の接続設定に手間取ったために鎮台

の設置が 1月になったことも飛来した種の少なきに影轡しているかもしれない。本研究の

調査地付近で確認できる可能維のある種のうち、ジョウピタキやシ官ハラなどは11月中に

確認されている 8)0餌台の設重が 11月だったら、それらの積が採観場所として他の場所を

潜択する前に誘引できたかもしれない。

今回の試みでは2つの問是重点が判明した。第一1：：、餌へのアクセスをノ、ト大の烏でも容

易にしてしまうとドパトの群れに占拠されて他の種の誘引が組害される状況が生じる可能

性がある。この問題は、餌台として使用した学童机の 4隅に取り付けた角材開に桟を渡し

て5cm以上の隙間をなくすことで解決できた。餌台を設置する場合i土、 1週間ほど縫子を見

て野d鳥の誘引がうまくいくか磯認する必要があるだろう。もう A つの問題点はカメラの解

像度で、今回使対したネットワークカメラの性能では正確な種事ljjjljが不可能であった。ズ

｝ムもデジタルズ｝ムであったため、干害率を挙げても画像が荒くなるだけで種平lJ別はでき

ない。との問題を解決するには、光学ズーム20倍以上で受像議チがなるべく大きいネット

ワークカメラ告と使用する必要がある。

本研究での餌台設置により、不十分ではあるものの題児に野烏への欝心を持たせること
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ができた。ネットワークカメラによる記録動画から園児の活動時間にあたる時間帯に加分

程度のそニタリングを行うことで十分な観察ができることが示され、 11月中の餌台の設置

かっ性能の高いネットワークカメラの使用によって多種類の野鳥を確認・観察できるよう

にすることで、ハト・スズメ以外の野烏を認識させると同時に幼児の野烏への関心をより

高めることが期待できる。また、野鳥観察用ブラインドを用いたプロミナでの定点観察に

よって、モニタリングを経験した閏児が昆虫食や水辺で採餌する別種の野鳥を観察すれば、

さらに野烏への関心を高めることができるかもしれない。ただし、幼児の関心の大きさや

変動を事例から評価することは調査者の主観に左右されるため、関心の大きさや変動を客

観的・数値的に評価する方法を確立する必要があるだろう。

今回の試みにおけるネットワークカメラとパソコン、無線LAN親機の接続設定に際して

は棒森伸一教授（現聖隷クロストファー大学）にご協力いただいた。記して謝意を表する。
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図1 a 近畿大学九州短期大学附属幼稚園園舎前に設置した餌台

図1-b 4回の改良後の餌台

-48 -



D Fバト・E’＂担太・7<；，（；，大

島

情

岨

喝

M

U

抽
・

8

4

2

0

! §~~Hiiiili!llliil~ 
ii~~ftB;i3;l~~ 自 i~ii;
圃2 20分’Id.>野島｛;;t,Ci，大骨』臥 l:fl＂＇大母島. i,,t J.) OI)出現蝿蛍

一‘9-



ド4 ト4 ト圃‘ ト4 ト」 t,:) t,:) t,:) t,:) t,:) 

Ot.:l~OlOOOt.:l 品。∞。 N 品∞∞

, ，， 
d’ 
、、
，， 、、
も

h

－．， 
t

e

、1
1

，

・
・
．
・
・
、
ー
・
．
・
ー

．． 
2

・
、
・
・
・
・
・
・
・
・
H
I
－

－
－
－

L
』

’
・
・
ー
圃
h

q
a
q
o
a
q
w
O
F
O

円’
o
o
n
U
A
U
噌
A

司

a
n
o
a
q
w
O
F
O

1

8

5

1

3

5

1

8

0

2

4

0

2

4

0

 

2

2

2

8

3

3

4

4

6

5

5

6

6

6

7

 

唱

i

唱

i

’i

’i
唱

i

唱

i

唱

i

’i

’i
唱

i

唱

i

唱

i

’i

’i
噌

i

司

a
q
o
a
a
z
w
b
p
O

円’
o
o
n
p
h
U
噌
A

司

a
n
o
a
a
z
w
b
n
O

5

1

3

6

1

3

6

1

4

0

2

4

0

2

4

 

1

2

2

2

3

3

8

4

4

5

5

5

6

6

6

 

吋
ム
司
ム

4
4

司
ム
司
よ
吋
ム
司
ム

4
4

司
ム
司
よ
司
ム
司
ム

4
i

可
ム
噌
よ

10:2s-10:4s 

10:49・11:09

11:10・11:30

11:31・11:51

園
w 

N
。
ゆ
惜
別
3
朝
、
加
（
U
N
X
L
L
汁
8
加’

π凶

τ日
』
い
円

sh即’
｝
句
、

A

T）

3
卸
汁
亙
事
艶
湘
詔
蝉

en 
cコ

1

1
で
A

T

・：・：同凶
τ

U

U円

1
1
1
x
x
x
u
n
 



表1餌台及び集まった野鳥に対する園児の反応。 （）内は例数を示す。

1.餌台や集まった野鳥を見つめる（6)
トーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー－
2.餌台に近付く・覗く（13)
トーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
3.餌台や集まった野鳥を見つつ通り過ぎる（19)
トーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー－
4.野鳥に近付く・追いかける〔6)
トーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
5.メジロを見て「小さいハトJ' 「ハトの赤ちゃん」と発言

【~二三豆~：~：~通i二百三＇iI~~豆~~~~~：~~三五二二二
7. 「ハトだ！」と言いつつ見つめる

t 8.餌補充時一るの？」 「リ…？」と質問
9.餌台周囲のドパトを見て「何匹いるかな？」と数え始め、 「6匹！」と発言

1 0.餌補充時に「何やってるの？」， 「鳥のご飯あげるの？」，

「ご飯がいっぱいだ～J' 「ハトさん、ご飯だよ～」と質問・発言
トーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー－
1 1.烏のいない餌台に園児数名が集まり、幼稚園教員1名が説明

l
 
zo 


